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エグゼクティブサマリー

■業績ハイライト
・連結売上高 損益ともに前年同期比大幅に増加

・売上高は前年同期比66.5%増、営業利益は前年同期比193.0%増
・EBITDAは前年同期比78.7％増
・電子・通信機器事業は堅調
・再生可能エネルギー事業は、大型太陽光発電所の売却などで大幅増加

・財務強化 今後の成長投資に向けた財務体質の強化が実現
・自己資本比率70.1％（2021年3月末比＋8.7％、2020年3月末比＋26.0％）

・業績進捗 売上、損益ともに順調に推移
・通期業績に対する売上進捗率は28.3％、営業利益進捗率は55.9％

■電子・通信機器事業の受注案件の幅が拡大（受注高は1,284百万円で前年同期比29.2％増）
・「移動体通信：５G関連」の受注も拡大
・関西国際空港向けに『空港 MCA 用光 DAS システム』を受注
・開発したミリ波無線基地局と端末のハードウェアが、国が推進する次世代の
無線通信研究開発プロジェクトに参画する企業により、主要な実験機器として採用

■再生可能エネルギー事業にて、メガソーラーの譲渡が完了し、「小型風力発電」開発が加速
・保有していた大型の太陽光発電所はすべて譲渡が完了
・強化領域の「小型風力発電」の開発を加速中
・「小型風力発電」2基を売却済

※１：再生可能エネルギー事業＝再エネシステム販売事業＋再エネ発電所事業
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事業戦略と主なトピックス

事業 内容

グループ全体

・事業戦略の加速させるための取り組みを実行中
資金調達の実行、戦略的パートナーとの連携
新領域への取り組み強化（技術、商品力の強化）

■2021年4月5日 DX認定事業者の認定取得に関するお知らせ
■2021年5月25日 Sub6帯域を活用したSAシステムのローカル5G無線局免許取得のお知らせ

電子・通信用機器事業
・官公庁・公共インフラ関連市場、５Gを含む移動体通信インフラ市場での拡販。
・戦略的パートナーとの提携による新たな事業領域の開拓。

官公庁・公共インフラ
・国土強靭化計画に基づいた公共インフラの高度化に向けた置き換え需要に対して、ワンストップ
提案により、大規模システムの受注を目指す。
■2021 年５月 31 日 公共・社会インフラ分野における開発委託製品受注のお知らせ

移動体通信インフラ
（５G含む）

・本事業年度下期より、５Gマクロセル用製品の出荷が本格化。今後はローカル５G向け製品開発
のために下記提携企業とのコラボを推進して行く。
■2021 年６月７日 ５Ｇ高度化研究におけるミリ波無線基地局、端末の採用に関するお知らせ

再生可能エネルギー事業 ※１

・小型風力発電所の開発を推進中
・開発の加速に向けた資金調達を実施
・開発に向けた戦略的パートナーとの提携を実現、新たな事業モデルを推進中
・社会の要請も鑑み、売電のウエイトを高める取り組みへシフト

再生可能エネルギー

・小型風力発電所の開発・販売強化
（計画）2022年3月期は、合計60基の連系を予定 当四半期にて2基売却

■2021 年６月29日 子会社が所有する小型風力発電所の売却に関するお知らせ
・既存太陽光発電所は順調に発電
・大型太陽光発電所は譲渡が完了
■2021 年６月28日 子会社が所有する販売用太陽光発電所の売却に関するお知らせ

・小型風力発電所は予定通り開発推進し、発電開始、ストック化。
・大型風力発電所（北海道根室市）2022年連系に向けたプロジェクト進行中

海外 ・インドネシアにおける小水力発電所の施工継続
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損益計算書 概要

単位：百万円
累計数値

2022/3
１Q実績

前年同期 2020/3
１Q実績

実績 増減

売上高 1,940 1,165 +775 715

電子・通信用機器 817 940 △123 476

再生可能エネルギー 1,122 224 +898 236

EBITDA ※１ 236 132 +104 32

EBITDAマージン 1.2% 1.1% 0.1% 4.4%

売上総利益 502 325 +177 244

販売管理費 318 262 +56 307

営業損益 183
（9.4%）

62
（5.3%）

＋121 △63

経常損益 169
（8.7%）

59
（5.0%）

＋110 △117

四半期純損益 132
（6.8%）

60
（5.1%）

＋72 △115

・売上高は前年同期比66.5%増、営業利益は前年同期比193.0％増
電子・通信機器事業は堅調、再生可能エネルギー事業は、大型太陽光発電所の売却などで大幅増加

※１：EBITDA＝営業利益＋減価償却費
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貸借対照表 概要

単位：百万円 2021/6末 2021/3末 増減

流動資産 5,836 6,730 △894

現金及び預金 1,969 2,448 △479

受取手形、売掛金
及び契約資産※1

1,725 1,637 ＋88

商品及び製品 990 1,222 △232

固定資産 1,615 1,601 +14

有形固定資産 812 794 +18

無形固定資産 89 91 △2

投資
その他の資産

713 715 △2

資産合計 7,500 8,386 △886

単位：百万円 2021/6末 2021/3末 増減

流動負債 1,274 1,779 △505

支払手形
及び買掛金

453 492 △39

1年内返済予定の
長期借入金

309 318 △9

リース債務 4 30 △26

その他 ※2 151 396 △245

固定負債 955 1,444 △489

長期借入金 413 475 △62

リース債務 12 404 △392

純資産合計 5,270 5,162 +108

・財務強化 今後の成長投資に向けた財務体質の強化が実現
・自己資本比率70.1％（2021年3月末比＋8.7％、2020年3月末比＋26.0％）

※１：今期より「受取手形及び売掛金」の項目名が「受取手形、売掛金及び契約資産」項目に変更
※２：長崎県五島市荒神岳太陽光発電所売却による未払消費税等の支払等によって減少



6

2022年3月期 通期業績予想・進捗率

単位：百万円
<A>

2022/3
<B>

2021/3
前期比 2022/3

通期計画 通期実績
増減額（A-B）
増減比((A-B)/B)

１Q実績 進捗率

売上高 6,845 6,742
＋103
＋1.5％

1,940 28.3％

営業利益 327
（4.7%）

211
（3.1%）

＋116
＋54.9％

183
（9.4%）

55.9%

経常利益 297
（4.3%）

121
（1.7%）

＋176
＋144.8％

169
（8.7%）

56.9%

当期純利益 208
（3.0%）

90
（1.3%）

＋118
＋131.1％

132
（6.8%）

63.4%

・売上 利益ともに順調に推移
・通期業績に対する売上進捗率は28.3％、営業利益進捗率は55.9％

（ ）内の数値は売上比
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本資料は株式会社多摩川ホールディングスの2022年3月期の業績及び経営戦略に関する情報の提供を目的とした

ものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではございません。

本資料に記載した意見や予測等は、資料作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性、 完全性を保証又は

約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。

株式会社多摩川ホールディングス 経営企画部

Tel 03-6435-6933

E-Mail ir@tmex.co.jp

HP https://www.tmex.co.jp


